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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・福山　キミ様～食事摂取できずにいるため、本日より点滴1本追加処方となる。

・小山　仁様～本日措置入院から医療保護入院へ形態変更している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為みられ早めに終えている。隔離中ソワソワとしている様子有り、室内歩き回っている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。11時から体幹ベルトのみの拘束とするがオムツ外しあり。昼食後、再拘束に拒否無く応じる。食事は自力で摂取し服薬も拒否無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中村　実様～10:00体温37.3℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。クーリング継続。経管栄養トラブル無く終了。14:00体温36.8℃へ解熱。経管栄養チューブを弄る事は無い。

・小笠原　文人様～車椅子上で過ごすが、時折ふらつきなく歩行。特定患者と視線を合わす事で口論になり介入を要する。まとまりない内容の訴えをするが他者と交流する様子もある。

・福山　キミ様～オムツ交換時等介助抵抗強い。内服も拒否強い為、シリンジに溶解し内服。食欲不振あるため13時ラクテック注500ml点滴開始。点滴中は臥床し休んでいる。

＜菅野Dr.診察情報＞
・和田　昌様～本人は自室にて臥床されている。菅野Dr.本人の自室を訪室して診察。診察時は主治医の声掛けに落ち着いて返答されている。声高さや多弁な様子は無い。日中の眠気を訴えている。定期薬処方変更無し。このまま落ち着いているようであれば、6月に入ってからユニット移動（東A→東B）も可とするとの事。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：5月27日　13:28
　氏　　名：板橋　利美（いたばし　としみ）様
　生年月日：昭和30年5月30日　66歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　H15年頃より被害関係妄想や不眠が出現し八戸市立市民精神科受診し通院継続。H19年
に当院へ転院となり、以降当院への通院継続。H22年より青風荘へ入所していた。　
　R4.1.22施設内で転倒、以後足の運びが悪い状態が持続。R4.3.2外来受診時には身体
を動かすことができずにおり、他施設移行するまでの環境調整目的にてR4.3.9当院へ入
院。
　入院後は意欲や身体機能低下あり臥床傾向。4/7採血結果にて数値の異常があり、4/12
腹部CT実施。腎臓に病変がある可能性があり、4/14八戸市立市民病院受診し、腎不全
の診断にて同日同院へ転院。同院にて身体治療行い身体状態安定。5/2シャント造設に
ているが現時点では透析は行わず、状態をみて必要時に行っていくこととなる。引き続
き当院での治療継続していくこととなり、本日当院受診。R4.5.27東病棟Bユニットへ
医療保護入院となる。


